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7 班　竹田 幸男さん

  映像作品づくりを５０余年に

亘り携わってこられた７班の

竹田幸男さんをご紹介します。

　映像制作を始められた発端

は、 就職されてから８ミリフィ

ルムで家族を撮ることからで、

現役時代はレクリエーションと

か、 自分の仕事のＰＲ作品などを８ミリフイルムで残

しておられたそうです。 大阪万博のころ、 寝屋川市

に出来た 「寝屋川市映画部」 （現、 寝屋川市映像

協会） に入会、 退職後の今は会長をされておられ

ます。 また、 ２００１年に寝屋川支部活動の映像作

成をきっかけに支部の同好会 「映像同好会」 を結

成されました。 松愛会で唯一の映像の同好会で、

現在、 指導者兼会長を務められておられます。 今

年５月には第１１回の 「寝屋川映像フェスティバル」

を寝屋川市駅前のアルカスホールで開催し、 支部会員の

皆さまを含め多数の観客に見ていただきました。

　映像の次世代を育て

るためにクラブ活動を

大切にしておられ、 会

員の映像力を高める行

事、 会員同士の親睦

を深める行事、 使い

やすいソフトウェアの

講習会などを精力的に開催されています。 また映像編集

に適したパソコンを部

品 選 定 か ら 手 作 り さ

れ、 過去１０台以上製

作されたそうです。

　現 在 は、 歴 史 的 な

事件を回想する題材、

何かを作り上げることを一生懸命やっている人とか団体など

の活動を題材にしたドキュメンタリー作品に取り組まれてお

られます。 たゆまぬ制作活動に敬畏を表すとともに今後も

お元気でご活躍されますことをお祈りいたします。

　今年度で２回目となる女性会員懇談会が６月８日 ( 金 ) に

開催されました。 今年度は、 守口門真支部と合同で今年

３月にオープンしたパナソニックミュージアムの見学、 およ

び交流懇親会を企画しました。 寝屋川支部から１９名、

守口門真支部から１８名の女性会員および会員配偶者が

参加されました。

パナソニックミュー

ジアムの松下幸

之助歴史館、 も

のづくりイズム館

の 自 由 見 学 の

後、 松心会館へ

移動し、 懇親会

を開催しました。

　懇親会は、 守口門真支部の

児島支部長の挨拶の後、 北口

支部長の乾杯でスタートしまし

た。 途中、 両支部の一部の会

員から近況報告をしていただく

など、 和やかな雰囲気で交流の輪が広がる有意義な会とな

りました。 最後は、 ９班亀井さんによる閉会挨拶でお開きと

しました。

　参加された

皆さんのアン

ケ ー ト か ら

は、 ほ ぼ 全

員 の 方 か ら

参 加 し て 良

かったと好意回答いただいております。 ご参加いただきまし

た皆様ありがとうございました。
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カラオケ 元気サークル
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女性会員懇談会女性会員懇談会

(3)

　映像の力を信じて・・・

　カラオケ同好会は、 再発足して７年を過ぎました。 会員

の中には一般の市民の方も加入されており、 最近の参加

者は１０人を超え、 順調な活動を続けております。 熱心な

会員の中には、 例会の日の数日前からカラオケボックスに

行き一人カラオケで、 ３０～１００曲以上を唄い自主練習さ

れている方も数人おられます。 現在参加している会員の、

最高齢者は８４歳ですが

発売直後の曲もすぐに自

分のものにして、 カラオケ

を武器に、 これから予想

される長寿１００年時代に

挑戦しています。

　太極拳元気サークル同好会は本年２０年の歴史を刻んで

きました。 現在の会員数は男性１１名女性２４名計３５名で

毎週水曜日と土曜日の午前１０時～１１時４５分まで市立保

健福祉センター５F の 「多目的ホール」 を借用して和気あ

いあいと練習に笑いと共に汗を流しています。 また、 会員

相互の親睦を深める為、 「４月にお花見太極拳」 「秋に親

睦バス 旅行」 「２月

に 新 春 演 武 会」 を

開催しています。 支

部会員皆様の多数

のご参加をお待ちし

ています。 　

[ 映像発表会での説明風景 ]

[ 松下幸之助創業者銅像前にて ]

[ 松心会館にて全員で記念写真 ]

[ 竹田幸男さん ]

[ 支部の映像同好会の皆さん ]


